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４ 本時について（２／１３） 

（１）ねらい：除数が純小数の場合でも、除法の式に表せることを数直線をもとに理解し、既習の整数÷帯小数をもとに

その計算方法を考える算数的活動を通して、被除数と除数を１０倍して考えるよさに気付き、計算するこ

とができる。 

 

（２）本時の展開例 

階段  主 な 学 習 活 動 指導・援助 
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１ 問題場面を把握し、課題づくりをする。 

・もし２ｍで４８円なら４８÷２となりわり算だから、小数でもわり算だと思う。 
・数直線に表してみると、□は（図中で）ここになる。 
・１ｍあたりのねだんを求めるのでわり算だから、式は４８÷０.８になる。 
・前の学習と違って、わる数が１より小さくなった。 
・わり算だけど答えは４８より小さくなるのかな。 
・でも前と同じように、１０をかけてわる数を整数にすればできそう。 
・今日は、（整数）÷（１より小さい小数）の計算ができるようになりたいな。 
２ 課題を設定し課題追究に向かう。 
  
       
３ 個人追究で自分の考えをつくる。 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４ 自分の考えを相手に伝える活動を通して考えを深める。     (全体追究） 

 
 
 
 
・わられる数より商が大きくなっているけれど、これでいいのかな。 

 
 
・わる数とわられる数をそれぞれ１０倍して計算する方法は、どんな式の時にも

わる数が整数になるから計算ができる。 
・今までのわり算と違って、どの商もわられる数より答えが大きくなっている。 
５ 明らかになったことを整理し、大切な考え方をまとめる。 
 
 
 
 
６ 本時の振り返りをする。 

・数直線で数量関係を表すことで、

商の見当をつけ、計算の方法の

見通しがもてるようにする。 
 
・前時に学習した（整数）÷（帯

分数）の計算の仕方を想起させ、

本時との違いに気付かせる。 
 
・除数の小数の大きさが、１より

小さくなっているという発言を

価値付け、課題につなげる。 
 
・除数が既習の帯小数のときと同

じように、小数のしくみや計算

のきまりを使って計算すればよ

いという見通しのもとに個人追

究に入る。 
 
・個人追究では、数直線でつまず

く児童には既習と同じようにで

きそうか考えさせ、商がどこに

なるかを問い、矢印を書き込む

ことで式につながるよう助言す

る。 
 
・商の見当付けをすることのよさ

をおさえ、わられる数より商が

大きくなることに気付かせる。

（数直線でも確認する） 
 
・２問目を解くことで、「速い」「簡

単」「いつでも言える」などの観

点（妥当性・共通性）から、ど

んな問題でも使える方法を見つ

け出す。（一般化） 
 
・児童自らが、次時の筆算の仕方

とつながることに気付けるよ

う、③の考え方の計算の簡潔さ

を充分味わわせる。 

問題 りぼん０.８ｍの代金が４８円でした。 
このリボン１ｍのねだんはいくらでしょう。 

課題 （整数）÷（１より小さい小数）の計算の仕方を考えよう。 

  

 

わる数とわられる数をそれぞれ１０倍どちらも

４８０÷８の式で計算している。１０倍すること

で整数のわり算にしている。 

０.１を求めてから、１０
倍しているから、他の２

つとは違うね。 

問題２  ①９÷０.２     ②２７÷０.５ 
 

まとめ （整数）÷（１より小さい小数）の計算は、わる数とわられる数を１０

倍して、わる数を整数に直せば計算ができる。また、わる数が１より

小さいと、わり算をしても商がわられる数より大きくなる。 
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